
DXハイスクールの取組事例（⼤学との連携）

参考︓新潟県⽴⼤学データサイエンス教育センター

新潟県⽴⼤学と連携した取組新潟県⽴新潟⾼等学校
（公⽴・普通科）

新 潟 ⾼ 校 新潟県⽴⼤学
データサイエンス教育センター

「UNP DSリテラシー教育プログラム」を全学に向けて実施。
→  （令和4年8⽉）⽂部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」【リテラシーレベル】に認定
→  （同年10⽉〜）データサイエンス教育の充実・強化を図るべく 「データサイエンス教育センター」を設置

学習⽬標の設定、教育課程の編成、教育・講座の実施とコーディネート、教育成果の把握と⾃⼰評価等を⾏う。
新潟県⽴⼤学では令和7年度、新たに国際経済学部に「データサイエンス経済（DSE）コース」を開設する。

連携②

「UNP DSリテラシー教育プログラム」とは
「統計分析⼊⾨」（必修）、 「データサイエンスリテラ
シー」 「情報システムと倫理」 「データサイエンスの基
礎」（選択科⽬）から成る教育プログラム。

 ⼤学に設置するGPUサーバを利⽤したシミュレーション実習によ
り、モデル化の意義や重要性への⽣徒の関⼼や学びを促す。

●⼤学教授が統計・データ解析の考え⽅について、
 ⾼校1年⽣全員（360⼈）に向けて年４回の講義を実施。

⼤学教員による⾼校⽣を対
象としたデータサイエンスに
関する講義の実施

連携①

⼤学の設備を活⽤した⼤学
教員、⼤学⽣の指導による
データサイエンスに係る実
習・ワークショップの実施

※⼤学教員と⾼校の教員が連携し、当該講義、実習・ワークショップと「総合的な探究の時間」と教科「情報」との有機的な連携を図り実施
※上記以外にも、⼤学教授によるデータサイエンスに関するオンデマンド研修を実施


